
は
じ
め
に
─
─「
覚
悟
に
勝
る
決
断
な
し
」　
3

松
下
政
経
塾「
塾
是
」「
塾
訓
」「
五
誓
」　
16

第
１
章

「
日
本
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
目
指
せ
！
」 

と
高
市
さ
ん
に
言
っ
た
夜

ト
ン
カ
ツ
屋「
い
ち
か
つ
」で
ゲ
ン
担
ぎ
を
し
た「
高
市
必
勝
」祈
願　
20

「
影
の
塾
長
」に
見
ら
れ
て
脅
迫
さ
れ
た
正
門
前
の
ラ
ブ
シ
ー
ン　
21

コ
ワ
レ
ン
コ
の
ハ
ニ
ト
ラ
に
引
っ
か
か
っ
た
セ
ゾ
ン
堤
清
二
率
い
る
財
界
人　
24

「
李
春
光
」政
経
塾
ス
パ
イ
事
件
の
真
相
と
は　
28

政
経
塾
出
身
の
政
治
家
こ
そ「
ス
パ
イ
防
止
法
」の
制
定
を　
31

酔
っ
た
勢
い
で
、「
君
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
」「
僕
は
レ
ー
ガ
ン
」と
誓
い
合
う
？　
34

高
市
さ
ん
の「
短
パ
ン
」「
太
も
も
」で
有
権
者
を
魅
惑
し
て
当
選
し
た
山
田
宏　
36

野
田
さ
ん
の
重
要
な
頼
み
を
断
っ
た
私
？　
38

高
市
早
苗
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
流「
思
想
の
政
治
」を
取
り
戻
す　
41

思
い
続
け
て
い
た「
夢
」が
15
年
遅
れ
て
実
現　
46

松
下
幸
之
助
が
説
き
、サ
ッ
チ
ャ
ー
が
体
現
し
た「
思
想
を
持
っ
た
現
実
主
義
」　
49

米
国
修
業
で「
ト
ッ
プ
ガ
ン
」と
出
会
い
、さ
ら
に
成
長　
58

落
選
を
ネ
ッ
ト
の
せ
い
に
す
る
岡
田
克
也
議
員
の
未
熟
さ　
61

第
２
章

女
性
の
保
守
派
政
治
家
が 

誕
生
す
る
ま
で

首
班
指
名
で「
河
野
洋
平
」と
書
い
た
の
は
若
気
の
過
ち
だ
っ
た
？　
66

か
つ
て
の
小
沢
一
郎
の
よ
う
な
憎
ま
れ
役
と
し
て
批
判
さ
れ
る
よ
う
に　
67

田
原
総
一
朗
か
ら「
下
品
」と
批
判
さ
れ
て「
諸
君
‼
」誌
上
で
反
撃　
69

「
小
泉
・
安
倍
」チ
ル
ド
レ
ン
な
ら
ぬ「
高
市
チ
ル
ド
レ
ン
」の
誕
生　
73

原
口
一
博
は「
令
和
の
枝
野
幸
男
」を
彷
彿
と
さ
せ
た
が
…
…　
75

ブ
レ
る
塾
出
身
の
政
治
家
と
い
え
ば
、筆
頭
は
前
原
誠
司
？　
78



野
田
佳
彦
＆
前
原
誠
司
の
失
策
が
高
市
政
権
を
後
押
し
し
た
？　
82

高
市
政
権
の「
生
み
の
親
」は
、実
は
野
田
さ
ん
だ
っ
た
⁉　
84

改
憲
派
に
転
向
し
た
高
坂
正
堯
の
現
実
感
覚
を
政
治
家
は
見
習
う
べ
し　
88

「
野
田
さ
ん
は
首
相
に
返
り
咲
き
す
る
」は
安
倍
さ
ん
の
買
い
か
ぶ
り
？　
91

野
田
さ
ん
は「
令
和
の
村
山
富
市
」か
、そ
れ
と
も「
令
和
の
江
田
三
郎
」か
？　
95

高
市
首
相
と
野
田
元
首
相
と
の
違
い
は「
独
立
独
歩
」の
有
無　
99

第
３
章

自
民
党
総
裁
、 

そ
し
て
日
本
国
初
の
女
性
首
相
へ
の
歩
み

「
先
輩
！ 

政
策
提
言
集
を
出
し
た
い
」と
の
電
話
を
受
け
て　
106

15
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、オ
リ
コ
ン
で
も
３
週
続
け
て
の
１
位
に　
108

「
国
民
に
銃
を
向
け
る
の
か
！
」と
高
市
議
員
を
怒
鳴
っ
た
重
鎮
議
員　
110

高
市
政
権
の
出
現
を
夢
見
て
亡
く
な
っ
た
西
尾
幹
二
さ
ん　
114

「
石
破
茂
＆
田
中
真
紀
子
」待
望
論
の
錯
誤　
116

「
知
の
巨
人
」と「
愚
の
虚
人
」の
知
的
格
差
と
は
？　
119

「
早
く
首
相
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
渡
部
昇
一
さ
ん　
122

第
４
章

高
市
早
苗
さ
ん
が 

両
親
か
ら
学
ん
だ
こ
と

「
人
間
・
高
市
早
苗
」人
格
形
成
の
原
点　
126

子
供
に
も
分
か
り
や
す
い「
教
育
勅
語
」の
徳
目
を
両
親
が
唱
和　
128

実
直
に
、勤
勉
に
働
く
こ
と
の
尊
さ
を
学
ぶ　
130

見
せ
か
け
だ
け
の〝
正
義
〟の
ウ
ソ
を
見
破
る
た
め
に
必
要
な
家
庭
環
境　
132

「
ご
先
祖
様
に
感
謝
」「
食
べ
物
を
粗
末
に
す
る
な
」と
言
う
だ
け
で
な
く
…
…　
135

高
校
生
だ
っ
た
頃
の
高
市
さ
ん
の
枕
元
に
置
か
れ
た「
育
児
日
記
」　
137

父
の
手
紙
を
抱
き
し
め
て
泣
き
な
が
ら
二
度
目
の
出
馬
を
決
意　
138

亡
く
な
る
直
前
ま
で
高
市
さ
ん
の
顔
を
見
て
両
親
が
口
に
し
た
言
葉　
140

日
本
の
家
族
を
守
り
、日
本
社
会
の
液
状
化
を
防
ぐ
た
め
に　
143



「
夫
婦
別
姓
に
賛
成
」と
い
う
自
民
党
国
会
議
員
の
浅
は
か
な
考
え　
145

夫
婦
別
姓
は
、親
子
別
姓
、兄
弟
別
姓
、姉
妹
別
姓
に
つ
な
が
る　
146

良
好
な
夫
婦
関
係
を
保
つ
ど
こ
ろ
か
冷
え
込
ま
せ
る
の
で
は
？　
148

親
も
子
供
も
半
数
以
上
が「
家
族
で
名
字
が
変
わ
る
の
は
反
対
」　
150

夫
婦
別
姓
推
進
論
者
の
本
当
の
目
的　
153

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」に
も
結
婚
願
望
が
あ
れ
ば
戸
籍
も
必
要
で
は
？　
155

幼
稚
・
臆
病
・
俗
悪
・
狂
暴
タ
カ
バ
ト（
朝
日
論
説
委
員
）に
ご
注
意
を　
160

第
５
章

高
市
早
苗
首
相
、 

こ
れ
だ
け
実
行
す
れ
ば
日
本
は
甦
り
ま
す

「
日
本
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
」に
な
る
の
は
大
変
？　
168

サ
ッ
チ
ャ
ー
嫌
い
の
森
嶋
通
夫
に
よ
る
品
の
な
い
批
判
書
は「
他
山
の
石
」　
171

松
下
幸
之
助
と
高
市
早
苗
の「
夢
」は〝
同
床
同
夢
〟　
175

鄧
小
平
の「
正
論
」に
学
び
ま
し
ょ
う
？　
184

「
初
志
貫
徹
」「
素
志
貫
徹
」を
忘
れ
た
政
治
家
は
国
会
か
ら
退
場
せ
よ
！　
188

靖
国
神
社
は
米
政
府
高
官
と
共
に
参
拝
す
れ
ば
よ
し　
190

パ
ー
ル
博
士
の
予
見
が
つ
い
に
実
現
す
る
！　
197

改
憲
は
、ま
ず
９
条
改
正
を
し
、自
衛
隊
子
息
い
じ
め
を
根
絶
せ
よ　
200

今
な
ら
衆
参
両
院
で
発
議
可
能　
206

「
皇
室
典
範
」９
条
の
改
正
も
お
忘
れ
な
く　
207

田
中
均
＆「
＃
マ
マ
戦
争
止
め
て
く
る
わ
」の
欺
瞞　
210

松
下
幸
之
助
も「
教
育
勅
語
」忌
避
を
批
判
し
て
い
た　
213

「
猪
突
猛
進
」か「
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
」か　
217

「
自
由
を
守
る
覚
悟
」を
貫
い
た
サ
ッ
チ
ャ
ー　
220

お
わ
り
に
─
─「
諸
君
‼
」を
通
り
過
ぎ
た
政
治
家
や
塾
生
た
ち
に
日
本
の
明
日
を
託
し
て
　
223




